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まえがき

普通の住まいに暮らし、安心して日々の生活を
送る。現在の私たちの社会では、人としてごく当
たり前の生活を営むことが、困難になりつつあり
ます。その理由として、超高齢社会、人口の減
少、格差化、世帯規模の縮小、頻発する自然災
害、地域コミュニティの希薄化など、様々な社会
情勢の変化が考えられます。

本書の中にも述べられていますが、住まいは
私たち人間にとって、身を守るシェルターである
と同時に生活の器でもあります。そのような、私
たち人間にとっての住まいの意味やそのあり方

（計画手法）を明確に把握し、実際の生活にその
知識を活かすことが、現在のような社会情勢下で
は求められています。

本書は大きく２部で構成されています。
「第１部 住まいの計画とその手法」は、上で述

べた通り、住まいの計画手法を学ぶことを目的と
して構成されています。現在の住まいが明治期
以降どのような経緯で成立してきたのか、様々な
日常生活が展開する住まいをどのような視点で
計画すればよいのか、特に室内の計画にあたっ
て重視すべき点とは何か、住まいを将来にわたり
持続的に維持管理していく場合のポイントとは何
か、そうした内容を解説しています。

「第２部 現代社会における子育て・高齢化・家
族問題と住まい」は、様々な社会情勢の変化に
よって生じている、住まいに関わる諸問題、ある
いは新しく出現している住まい方・諸現象を取り
上げ、各節においてそれぞれのテーマごとに解説
しています。具体的には、子育てや子ども自身の
生活を考慮した住まいのあり方、多様に変容を
遂げている家族を受け止める住まいの現状、障
害のある人あるいは高齢者を配慮した住まいの
あり方、そして、誰もが安心して住み続けるため
のセーフティネットとしての住まいの存在意義と
いった課題が取り上げられています。現代社会に
おける住まいに関わる諸問題と、その解決に有
効な知識や情報が満載されています。

本書は、住まいの計画理論・手法のみならず、
現代社会における住まいに関わる諸問題を理解
し、その解決へつながる新しい視点の習得を目
的としてまとめられたテキストです。また、住居学
科や建築学科のみならず福祉系や医療系の教育
機関で学ぶ学生のテキスト・参考書として活用さ
れることを考慮しました。このテキストを通じて、
読者の皆さんが住まいに関する豊富な知識・視
点を身につけ、新しい住まいの創造・構築に貢献
されることを願っております。

2013年10月
水村容子　
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1-1 近代の日本の住まい

◆◆ 学習のねらい ◆◆

近代の日本は、社会や生活環境が大きく変化しました。近代以降、日本の

住まいがどのような変化を遂げ、現代に至っているのかを考えてみましょう。

●時代区分●

明治時代　1868〜1912（M１〜45）年

大正時代　1912〜1926（T１〜15）年

昭和時代　1926〜1989（S１〜64）年

平成　　　1986〜　　 （H１〜　 ）年

口の広さには制約が多かったため、表（オモテ）
は店として有効に活用し、奥（オク）を居住空間と
しますが、奥に長い町家は、中庭などによって通
風や採光を効果的にもたらすよう工夫がなされて
います。さらに高密な町人の住宅として、棟

む ね

割
わ

り

長
な が

屋
や

があります。これは、通りに面した店や家主
住居の裏手に裏道を配し、土間＋１間〜２間の
住戸が向かい合わせに軒を連ねる形式で、井戸
や便所を共同で使用する小部屋のような住居の
まとまりです（③）。その日に得た収入はその日に
使う「宵越しの銭は持たない」といわれた都市部
（江戸）の庶民のほとんどが、このように小規模
な貸部屋、借家に住んでいました。こうした貸部
屋、借家は明治以降さらに増加し、大正期まで
東京市内の住宅の９割が借家だったといわれて
います。

① 下級武士の住居

茶の間の東側に流し間（台
所）と味噌部屋がある。西
側にある次の間や座敷が客
室、茶の間奥の部屋が就寝
室であった。

座敷

次の間

入

入

入

茶の間

部屋床

土間

入 土間

流し間

味噌
部屋

土間

△

縁

縁

③ 棟割り長屋

通りに面して店や家主の住宅があり、裏庭に路地を形成して向かい
合わせに小部屋が並ぶ。突き当たりに共同便所と井戸があり、ここで
の女性たちのおしゃべりから、「井戸端会議」という言葉が生まれた。

1 明治以前の住まい−都市

江戸時代の都市（城下町）は、城を中心として
御用地、武家地、寺社地、町人地に領域が分か
れており、その間と周辺に農地や森林がありまし
た。居住域の武家地と町人地には、武家地に武
家住宅と、町人地に町屋という独立住宅が成立し
ていました。武家住宅は、身分によって規模に格
段の差がありますが、間取りはおおむね、玄関、
広間、座敷、納戸と縁側などからなっています
（①）。町屋住宅は、間口が狭く奥行きの深い敷地
に建っており、通りに面した室は店や作業場と
いった仕事場、通り庭を介して座敷（居住空間）
があり、さらに中庭を介して水場や倉が配されて
います。そしてしばしば、両隣の建物との外観や
軒高がそろっているため、通り側から見ると連続
した建物のような景観になります（②）。当時、間

店

店

店

店

井戸

土間

土間

通
り

② 中庭型の町屋

店の奥に茶の間や座敷など
の日常生活空間が配されて
いる。通り庭には吹き抜け
があり、一部が半屋外空間
となっている。２階は下宿
部屋としても使用された。

表二階

裏二階

入
入

2階

1階

店

▽

がんぎ

仕事場
通り庭

庭
倉

縁
座敷

茶の間
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2 明治以前の住まい−地方

一方、地方の農村では、地域の風土によって間
取りや名称が異なるものの、ドマ（土間）、カッ
テ、ザシキ（座敷）から構成される農家の住まい

が成立しています（④）。左右が土間と床に二分
され、床が田の字型に縦横に分かれている形式
を田の字型、土間に接して大きな広間をとり、広
間をザシキやナヤ（納屋）、オシイレ（押入）が取
り巻いている形式を広間型と呼びます。ドマは、
文字通り土面たたきとなっており、かまどと水桶
を配置して煮炊きをし、農具の手入れなどをする
作業場所や、農耕具の保管場所になっていたほ
か、しばしば馬屋がありました。カッテは、土間
に対して開け放たれた板張りの床で、炉が切って
あり、住人は炉の周りで食事や暖をとった後に、
夜間は子どもや女性たちが就寝しました。カッテ
の奥あるいは前面に座敷が配されており、名主な
ど地域の権力者の住宅では、村人の集会や接待
に使用されました。さらに規模の大きな住宅で
は、家長が就寝する間、隠居が就寝する間、仏
壇を備える間など、複数の座敷がありました。

3 洋館、和洋折衷住宅、近代数寄屋

明治維新以後の諸改革によって、都市の居住
エリアは大きく変化しました。まず、上

じょうち

地と呼ば
れる土地の返還によって、武家地は官有地（公有
地）となり、都市近郊では、政・財・官の要人や公
家、旧武士の所有地となった場所もあります。社
会の要人たちは、生活様式や住宅様式に、洋風
文化を率先して取り入れ、広大な敷地に多くの客
人を迎えてもてなすための、迎賓館的な役割を持
つ洋館を建築しました。洋館は、グラバー邸

（1863年）など、江戸末期の外国人居留地に建設
された邸宅をはじめとしますが、明治以降は多く
の外国人建築家が招かれ、西洋建築の教育とと
もに建物の設計を担いました。中でも、ジョサイ

ア・コンドルは、⑤の岩
いわ

崎
さき

久
ひさ

彌
や

邸（1896年）、三井
倶楽部（1910年）、古河邸（1917年）など、数々の
洋館を設計したことで著名です。明治後半になる
と、時の資本家たちの邸宅では、住宅の洋風化
の気運と並行して接客と生活の一部を洋館、生

土間

カマド

カマド

カッテ
ネマ

オシイレ

オク

8畳

8畳12畳

3畳9畳

8畳

4畳

12畳
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オモテ

イタ戸

炉

炉

イマ ヘヤ

仏

仏

アラケ

ドージ

▽

▽

▽
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イ
タ
戸
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タ
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ト
コ

④ 農家の間取り

広い土間が家事や農具の手入れなどの作業をする場所であった。ネ
マやヘヤと記された小部屋が就寝や納戸に使用された。

女中室 浴室

厨房

玄関
中庭

居間

納戸 寝室

池

秋草の庭

▽

5M0

応
接
間

⑥ 岡田邸（堀口捨己設計）

中庭を介して、和室と近代的なコンクリートの箱が、また秋草の庭と
直線的な池の景色が、引き立て合いながら調和し共鳴している。

⑤ 岩崎久彌邸（J・コンドル設計）

洋館、和館、撞球室からなる。和館は日常生活、ほかは親族の集ま
りや外国からの賓客の宿泊に使用した。和館の棟梁は大河喜十郎。
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5-3 子育て世代の住まい

◆◆ 学習のねらい ◆◆

まず子どもの発達と住空間の関係性について学び、それに加えて少子高齢化の進む社会において、子育て世代の

ための住まいに求められる要件を考えてみましょう。

1 子どもの発達と住空間

1. 子どもの成長と住環境ニーズ

人が産まれてから成人期を迎えるまでは、身
体的にも精神的にも大きく成長する時期です。そ
れぞれの発達段階に応じた住空間や家具のあり
方、家族との関係などを考えながら住環境のニー

ズを満たすこと（①）が重要です。

2. 子育て世代の住空間

今日、社会で望まれる家族のあり方や住宅ニー
ズの一端を読み取るために、ここからはハウス
メーカーの住宅提案に着目します。メーカー各社
は、児童心理の専門家が参画するなどして、子育
て世代のための住宅提案を数多く行っています。
主な提案のコンセプトと住空間の対応をまとめる
と（②）、まずは家族のふれあいやコミュニケー
ション、思いを共有することが重視され、それを
実現させる手段としてキッチンやダイニングが中

① 子どもの発達と住環境に求められる配慮

テリトリーとは、そこに帰属することにより精神的に安定した生活を
保証する精神的、社会的そして空間的な領域のこと。

② ハウスメーカーが提案する現代の子育て住宅

キッズデザイン賞を受賞したハウスメーカーの提案より作成。キッズ
デザイン賞とは、子どもたちの安全・安心に貢献するデザイン、創造
性と未来を拓くデザイン、そして、子どもたちを産み育てやすいデザ
インの顕彰制度である。

主たる発達課題 テリトリーの形成状況と住環境への配慮

乳
児
期

（0～1歳）

幼
児
前
期

（2～3）

学
童
期

（6～12）

思
春
期

（12～18）

・生理的安定
・人との情緒的交流
・固形食・歩行の学習

・基本的生活行動
・排泄の学習・食事
   の自立
・話すこと

幼
児
後
期

（3～6）

・友達との人間関係
・自我の確立・知識
   の拡大
・善悪の区別・良心
   の学習

・個人的独立の達成
・適切な社会的役割
   の学習
・集団や制度に対す 
   る態度

・両親や大人からの
   精神的独立
・両性の友人との
   人間関係
・行動を導く価値観
   形成

成
人
初
期

（18～25）

・社会的役割の達成
・市民としての知識・
   価値観
・職業生活と結婚

拠点の発生、テリトリー形成・拡張
→二次拠点の発生

一次拠点としての自分の家
（玩具をしまうところなど）
二次拠点の拡張（保育所・幼稚園の経験）

家庭内で個のテリトリー形成
学校もひとつの拠点に

家庭から独立した拠点

家庭内で個の拠点形成

衛生面と安全面への配慮
養育者から目が届く範囲で過ごす
心地良く寝られる場所の確保

基本的生活行為を行う安定した環境
養育者が見守る中での遊びスペースを
確保
専用の収納場所や活動のための作業台
家事に参加できるような配慮

自分のテリトリーを管理できる工夫
成長に応じた専用のコーナーや部屋
学習のスペースを確保
物の管理と整理整頓を促す工夫

プライバシーを守れる部屋
親子・異性兄弟との就寝分離
家族とのふれあいへの配慮
友人を呼べる空間の確保

家族のふれあいや

一体感を深める

主なコンセプト 住空間の対応

活発なコミュニ

ケーション

家事効率を高め

心に余裕を

お互いの思いの共有

子どもの学習促進

子どもの手伝い

を促す

子どもの成長に対応

ダイニング
・集まりやすさ
・生活動線が交差する点に
・食事も勉強も団らんも行う

階段
・吹き抜けにより上下をつなぐ
・共用スペースを通る動線
・踊り場ライブラリーでの学び

収納
・ダイニングに設ける
・家族に分かりやすくし各自が
  片付けをする

水回り
・脱衣所・洗濯機・物干し
  スペースのつながりの良さ

多目的スペースの設置
・成長に合わせて親子寝室から
  子ども部屋などへ
・可動間仕切りによる可変性

子ども部屋
・寝る・しまうための部屋
・コンパクトな個室

キッチン
・調理中に子どもに目が届く配置
・親子で調理できる広さ
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心に考えられていることが分かります。孤食（ひ
とりで食べること）や個食（家族で別々のものを
食べること）といった家庭の食生活の貧しさが指
摘されて久しい社会背景を反映しているとも受け
取れます。
次に子ども部屋に着目すると、用途を限定して
コンパクトにする、また多目的スペースに可変性
を持たせて子ども部屋としても使えるようにする、
という傾向が見られます。これまで子ども部屋に
ついては、自立を促すための必要論と発達に良
からぬ影響があるという不要論の両者がありま
したが、今日では、まず子ども専用コーナーやス
ペースを用意し、成長に応じて最小限の部屋をし
つらえるという考え方が普及しています。

2 子育て世代をめぐる社会の状況

1. 少子高齢化社会とその対策

日本は少子高齢化が続き、2005年からは人口
減少も始まりました。このまま少子化が続くと経
済産業の維持や社会保障の成立も難しくなるた
め、対策が必要とされていますが、少子化の要
因は住まいと関係があるといわれています。つま
り「居住する住宅に対する親からの援助がある
ほうが出生児数が多い」「住宅における１人当た
り居住室の畳数が広いほど子どもの数が多い」
といったことです。そこで、子育て世帯に対する
住宅面での対策が必要とされています。

2. 今日の子育て世代の特徴

次に、今日の子育て世代の特徴を見ていきま

③ 就学前教育・保育の実施状況（2008年度） ④ 配偶者関係別女性の年齢階級別労働力率の推移

幼稚園就園率　　　　保育所入所率　　　　未就園率

0歳児
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2歳児

3歳児

4歳児

5歳児
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しょう。未就学児のうち、３歳未満の７〜８割は
自宅で過ごしていますが（③）、３歳以上になる
と大半は幼稚園や保育所に通っています。全体
では保育所に通う子どものほうが少数派ですが、
ここ10年ほどでは結婚後も働く女性の割合は増
えています（④）から、働きながら子育てのしやす
い住環境や子育て支援へのニーズが増加してい
るといわれます。こうしたニーズは、現代社会特
有の子育てのストレス（⑤）とも無関係ではないで
しょう。こうした課題の対策として考えられてい
る住まいの事例を見ていきましょう。

3 子育て世代のための住環境整備

1. 公的な取組み

子育て世代がふさわしい住環境を手にするた
めには、公的な取組みが多く見られます。具体的
には、住宅取得における費用面での支援や子育

て世代向けマンションの認定制度、子育て世帯向

け優良賃貸住宅の供給助成事業などです。また、
子育て世代向けに公的な住宅を新設したり優先
的な入居制度を設ける自治体も出てきました。

2. 子育て支援住宅

子育て世代向けに公共が管理する住宅は、「子

育て支援住宅」とも呼ばれます。「子育て世代」の
定義は、「未就学児がいること」「中学校就学前
の子どもがいること」「満18歳未満の親族がいる
こと」など自治体により様々ですが、子育て支援
住宅の先駆的な取組みに、広島県坂町の平成ヶ
浜住宅があります。
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6-2
血縁に依らない家族の住まい 
― コレクティブハウジング

◆◆ 学習のねらい ◆◆

従来の「家族」という単位を越えて、血縁関係のない者同士で助け合い、生活の合理化やより豊かな生活を可能

にするコレクティブハウジングを学ぶことで、住まいと生活における視野や価値観を広げましょう。

1 コレクティブハウジングとは

日常生活の一部やスペースを共同化・共有化す
ることによって、より合理的で、自由で安心ので
きる、そして楽しみのある居住形態を、コレク

ティブハウジングと呼びます。プライバシーが確
保された独立した住戸のほかに、コモンスペース

と呼ばれる共用空間があります。
コモンスペースには、居住者が集まって食事を
するコモンダイニング（①）、居住者がくつろぐた
めのコモンリビング（②）。コレクティブハウジン
グの心臓部ともいわれる、大人数の食事をつくる
ためのコモンキッチン（③）があります。ほかに工
作室（④）、ゲストルーム、ライブラリーなど用途
に合わせて使うことができるものもあります。コ
モンスペースは、個人の住戸から少しずつ算出さ
れた面積でつくられています。屋外にあるコモン
ガーデンも、コモンスペースの１つです。
コレクティブハウジングの重要な要素として、コ

モンミールがあります。コモンミールとは、居住者
が集まってする食事のことです。回数やシステム
は、各コレクティブハウスによって異なります。当
番制で２～３人がその日のコモンミールの調理、
片付けを担当します。ほかの居住者は、開始時間
にコモンダイニングへ行くだけで、食事をすること
ができます。コモンミールによって、家事の効率化

が図れます。また、コモンミールがあることによっ
て、生活の中で、自然に居住者間のつながりや出

会いが生まれます。
コレクティブハウジングの管理・運営は、基本
的に居住者が行います。予算や活動、日々の生
活に関する話し合いは、月に１度の定例会で行
われます。居住者は話し合いを通して、互いが気
持ち良く過ごせる生活をつくり上げていきます。

① コモンダイニング

② コモンリビング

③ コモンキッチン

④ 工作室
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2 スウェーデンにおけるコレクティブ
ハウジングの成立過程

1970年代末頃から、集まって住む考えは、ヨー
ロッパの国々で、ほとんど同時に現れました。そ
の中でも、スウェーデンにおいては、早い時期か
ら、コレクティブハウジングといえるプロジェクト
が実現していました（⑤）。

⑤ 歴史的発展の系譜

⑥ スウェーデンのコ
レクティブハウジン
グ分布図（2010年）

スウェーデンの民間組織
であるコハウジングナウ
に登 録されているもの
で、40を超える事例があ
る。その中には、竣工か
ら20年以上経つものも
ある。

スウェーデンにおける20世紀のコレクティブハ
ウジングは、女性の社会進出により、子どもや家
庭のケアに対するニーズが高まったことに端を発
します。食事準備、ランドリー、保育サービスを
受けることが、コレクティブハウジングの価値と
されたのです。1970年代以降には、それまでの
家事サービス付きのサービスモデルから、居住者
自身が管理・運営を行う、セルフワークモデルが

サービスモデル

出典：小谷部育子『コレクティブハウジング（共生型集住）の研究』

賃貸集合住宅を居住者組合へ売却

融資・税金面の優遇特例廃止
社会的役割と競争力を求められる。

“すべての世帯に健康で十分な広さの
住宅を適切な価格で供給する”

評価額に対しての定率住宅税を
評価額に関係ない定額住宅税へ

全国組織の借家人組合・非営利会社
協会（SABO）が重要な役割を担う。

1800

1900

1950

60

70

90

80

2000

2010

セルフワークモデル スウェーデンの住宅政策

アメリカの
アパートメントホテル

子持ち世帯への
住宅手当支給

サービス＋セルフワーク
複合モデル

ユートピア
コミュニティ

ヨーロッパの
ワンキッチン
アパートメント

1976年以降
ヘッセルビィ
ファミリーホテル

BiG
コレクティブ
ハウジング

サービスハウス
＋

コレクティブハウス

クラシック
コレクティブハウス

1920年代のソビエト
コレクティブハウジング

学生・社会運動家による
コミュニティ・大きな家

○テーマを持った
　コレクティブハウジング
・特定の年齢層
・多世代・環境共生住宅
etc...
○既存住宅のリフォーム

住環境

非営利住宅会社設立

政府ローン 家賃制限導入

使用価値システム採用

コハウジングナウ設立

新計画建設条例

新建築規制施行

定額住宅税導入

非営利住宅会社

100万戸住宅計画

高齢者住宅

・過密な居住状態

・不衛生な住宅
・キッチンを除き1室 2人以下

・家賃は収入の20％以下

   政権交代

・住宅売却を推進

・建築的欠陥

・大量の住宅需要

・社会的ネットワーク、   
   居住者の参加の欠如

・福祉国家としての
   住宅政策を確立

●   Malmö ○○
（マルメ）

●   Helsingborg ○
（ヘルシンボリ）

   Landskrona ●
（ランズクルーナ）

●   Lund ●●●○
（ルンド）

●●   Örebro ○○
（オレブロ）

   Linköping ●
（リンショーピン）

   Borås ●
（ボラス）

●●●●   Göteborg ○○○○
（ヨーテボリ）

●   Växjö ●○
（ベクショー）

●●●●
●●●

Stockholm               ●●●●●
（ストックホルム）●●●●●

●●●●●
●●●●●
●●　　　
○○○　　
○○○○　
○○　　　

   Uppsala ●
（ウプサラ）

●   Falun ○
（ファールン）

●   Gävle ○
（イェヴレ）

   Luleå ●
（ルーリオ）

■

■

■

■
■

■

■

■
■

■

■

■
■
■

●
●

■ 地名（主要都市）
● 賃貸
○ 賃貸＋コーポラティブ
○ コーポラティブ
○ 進行中
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7-2 障害のある人の住まい

◆◆ 学習のねらい ◆◆

障害者は長らく社会の中で「特殊な」人々でした。しかし、近年になってそのような見方は変わりつつあります。

どのように変わりつつあるのか、またそれによって障害のある人々の住まいにどのような変化が起きつつあるの

か、考えてみましょう。

1 障害者の住まいの概要

1. 障害者の住まいを取り巻く状況

障害者の住環境に関する諸制度は､ 2005年の
障害者自立支援法（2013年より障害者総合支援
法に改正｡ 以下 ｢支援法｣）成立前後で大きな変
化がありました｡それまでは障害種別によってそ
れぞれ法律と施設が定められ､また施設の多く
は療護施設や更生施設など､４人部屋を基本と
した大規模なものでした｡支援法では障害種別
ごとの垣根が取り払われ､施設は重度の障害者

① 障害者自立支援法前後での障害者施設の違い

障害者自立支援法以前は、身体・知的・精神障害それぞれに施設
ありましたが、障害者自立支援法によって一本化された。

② 入所施設とグループホーム等の定員数（2009年）

現状では、障害者自立支援法以前の入所施設（新体系に移行中）の
入居者と、障害者自立支援法による施設入所支援の利用者は13
万人弱で、グループホーム等の利用者数の約45,000人を大きく上
回っている。

③ 車椅子でも利用できるトイレ（左）と浴室リフト（右）

身体障害のある人々の住まいには、写真のような十分な広さを持っ
たトイレや、リフト付き浴室が必須の場合がある。

障害者自立支援法以前の施設

身体障害者療護施設

身体障害者更生施設

身体障害者入所授産施設

身体障害者福祉ホーム

知的障害者更生施設

知的障害者入所授産施設

知的障害者通勤寮

知的障害者福祉ホーム

知的障害者グループホーム

精神障害者入所授産施設

精神障害者生活訓練施設

福祉ホーム

精神障害者グループホーム

居室定員

4人以下

4人以下

4人以下

原則個室

標準4人

標準4人

標準2～4人

無し

原則個室

2人以下

2人以下

原則個室

2人以下

30人以上

30人以上

30人以上

5人以上

30人以上

30人以上

20人以上

10人以上

4～7人

30人以上

20人以上

10人以上

5～6人

施設規模

障害者自立支援法に基づく施設

施設入所支援

ケアホーム（共同生活介護）

グループホーム（共同生活援助）

福祉ホーム

居室定員

4人以下

原則個室

原則個室

原則個室

30人以上

2～10人

2～10人

5人以上

施設規模

ケアホーム
（約28,000人）

グループホーム
（約17,000人）

施設入所支援
（約45,000人）

施設入所者
（約12万8,000人）

グループホーム・
ケアホーム入所者
（約45,000人）

旧法上の入所施設
（約83,000人）

を対象とした入所施設（法律上は ｢施設入所支
援｣と呼びます）と､個室を基本とした小規模な
グループホーム、ケアホーム（グループホームは軽
度の､ケアホームは重度の障害者が対象､ 以下
「グループホーム」）､福祉ホームに整理されました
（①）。また国の ｢地域から施設へ｣との方針のも
と､ 障害者は原則として入所施設からグループ
ホームに移行することが目指されています。

2. 障害者の住まいの課題

しかし､グループホームへの移行は進んでいま
せん。その理由として､まずグループホームの数
が絶対的に不足していることがあげられます
（②）｡また､グループホームでは世話人と呼ばれ
る職員１名がケアを行うことが前提とされ､入居
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者が個人でホームヘルパーを利用することは原則
として認められていません｡そのため､重度の障
害のある人々の利用は困難です｡加えてグループ
ホームは一般の民家を利用することが多いため､
浴室やトイレなどの設備が十分でなく､重度の身
体障害者の入居は極めて難しい状況です（③）｡

2 様々な住まいのかたち

1. 入所施設の変化

これまでの入所施設は､４人部屋でのプライバ
シーの欠如や､一斉での入浴や食事などの集団
処遇の問題が指摘されてきました｡しかし､医療
的ケアや24時間の手厚いケアなど､特に最重度

の障害者にとって重要な要素を提供していること
も事実です｡そのようなニーズに応え､住まいとし
ての質を十分に保った施設も近年見られるように
なりました｡ここで鍵となるのが ｢個室｣と ｢ユ
ニット化｣です｡これらは現在、高齢者施設では
ほぼ当然のものとして受け入れられていますが､
障害者施設ではこれまでほとんど取り入れられて
きませんでした｡
蓮田太陽の里 ｢大地｣は､そのような個室ユ
ニット型の入所施設の先駆的事例です｡ここでは
個室ユニット型の構成（④）を前提とするだけで
なく､｢生きる｣ことに欠かせない ｢食｣の質を､最
大限に高めることが目指されています｡ 朝･昼･晩
の調理･食事･片付けのすべては､スタッフによっ

事務室

デイルーム
日常生活訓練室

デイ
ルーム

デイ
ルーム

デイ
ルーム

地域交流
スペース

中庭

喫茶

厨房

デイサービス部門

特別
浴室

浴室

一般
浴室

身障療護（1）

身障療護（2）

トイレ 女子
トイレ

男子
トイレ

寮母室

汚物処理室キッチン

洗面 脱衣室

倉庫

居室1

居室2

居室3 居室4

居室5 居室6

居室7

居室8

居室9 居室10 居室11

▼

1：1,000

1：300

管
理
部
門

地
域
交
流
室

●   Malmö ○○
（マルメ）

●   Helsingborg ○
（ヘルシンボリ）

   Landskrona ●
（ランズクルーナ）

●   Lund ●●●○
（ルンド）

●●   Örebro ○○
（オレブロ）

   Linköping ●
（リンショーピン）

   Borås ●
（ボラス）

●●●●   Göteborg ○○○○
（ヨーテボリ）

●   Växjö ●○
（ベクショー）

●●●●
●●●

Stockholm               ●●●●●
（ストックホルム）●●●●●

●●●●●
●●●●●
●●　　　
○○○　　
○○○○　
○○　　　

   Uppsala ●
（ウプサラ）

●   Falun ○
（ファールン）

●   Gävle ○
（イェヴレ）

   Luleå ●
（ルーリオ）

■

■

■

■
■

■

■

■
■

■

■

■
■
■

●
●

■ 地名
● 賃貸
○ 賃貸＋コーポラティブ
○ コーポラティブ
○ 進行中

⑥ ユニットの拡大図

キッチンや浴室などがしつらえられるとともに、
全体が緩やかに分節され、様々な居場所を入居
者に与えている。

④ 蓮田太陽の里
「大地」の施設全体平面図
（埼玉県、莫設計同人）

⑤ ユニット内のキッチン

食事を用意する際のにおいが共用部に満ち、入居者の五感を刺激
することも意図されている。

事務室

デイルーム
日常生活訓練室

デイ
ルーム

デイ
ルーム

デイ
ルーム

地域交流
スペース

中庭

喫茶

厨房

デイサービス部門

特別
浴室

浴室

一般
浴室

身障療護（1）

身障療護（2）

トイレ 女子
トイレ

男子
トイレ

寮母室

汚物処理室キッチン

洗面 脱衣室

倉庫

居室1

居室2

居室3 居室4

居室5 居室6

居室7

居室8

居室9 居室10 居室11

▼

1：1,000

1：300

管
理
部
門

地
域
交
流
室
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9-2 災害時への対応と住まい

◆◆ 学習のねらい ◆◆

近年、様々な自然災害が発生している日本では、災害に被災した時の住まいのあり方が問われています。ここで

は、自然災害への備えや、被災した時の住まいの状況について考えてみましょう。

1 平時からの備え

１． 情報の収集

2011年３月の東日本大震災や夏の台風シーズ
ンに頻発する風水害など、私たちの生活は自然
災害の脅威にさらされています。こうした災害へ
の対応ですが、大きくは、発生する前の備えと発
生後の対応とに分けられます。さらに、平時から
の備えに関しては、情報の収集と室内環境の整
備が考えられます。
では、どのような情報を収集しておけばよいの
でしょうか。まず、居住する住所に割り当てられ
ている救援センターや避難場所の位置を確認す
ると同時に、安全にこれらの場所まで移動でき
るルートや移動方法を確認しておく必要がありま
す。避難場所とは、自治体の震災対策条例など
によって定められた、災害直後に身を寄せる場所

① 安全確保のための室内環境整備 ② 室内の安全確保のためのポイント

・住宅内の家具類の転倒・落下防止のため固定しておくこと。
・窓や家具のガラス面に飛散防止フィルムを貼ること。
・火を使う場所の整理整頓を行うと同時に灯油などの保管場所
に注意すること。
・ブロック塀などの点検・補修を行い、塀の転倒を防ぐこと。

避難経路の確保

非常持ち出し品の準備

安全の確保

・非常用品、食料、飲料水などは家族構成を考慮し、3日分程度
備えること。
・置き場所を決め、定期的に点検すること。
・継続的に受けている投薬など、不足すると困るものは余分に
備蓄しておくこと。

・緊急時に迅速に避難できるよう、住宅内を整理整頓しておく
こと。
・コードなどは、つまづきの原因にならないよう、床や壁に固
定しておく。
・住宅外への避難経路は少なくとも2方向確保しておくこと。
・家族で話し合い、救援センターなど非常時の避難場所や連絡
方法を決めておくこと。

ガラス飛散
防止フィルム

ガラス飛散
防止フィルム ポール式器具

家具連結家具
ストッパー式家具ビン類落下防止具

開
き
扉
ス
ト
ッ
パ
ー

であり、救援センターとは災害時の防災活動の拠
点として災害対策に関わる資材や食料・生活必
需品の備蓄を行うと同時に、住まいを失った被
災者に宿泊のための避難所を開設する役割を
担った施設です。
また、近年、高齢化の進む日本では、災害時
に支援が必要な高齢者・障害者・外国人などを
災害時要援護者と定めて、避難方法や避難所で
の生活への対応策を定めている自治体が数多く
存在します。さらに、数多くの自治体では災害発
生を想定した防災訓練が行われています。
こうした情報は自治体のホームページなどに記
載されています。自分が暮らす自治体ではどのよ
うな対策が用意されているのか、災害が発生し
た時にはどのように対応すればよいか、平時から
情報を収集しておきましょう。
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２． 安全確保のための室内環境の整備

災害発生時に室内にいる場合、室内環境の状
況が命の安全を左右します。日常生活を送る住
まいでは、安全の確保、避難経路の確保、非常
持ち出し品の準備の観点から、①②にあげた対
応を行っておく必要があります。

2 災害発生後の住まい

１． 避難所での暮らし

災害によって住まいを失った人が、その直後に
最初に生活を送る場所は、救援センターに設け
られた避難所です。多くの救援センターは小中学
校に設けられているため、体育館や教室が避難
所として利用されます。
体育館では多くの家族に、教室では数家族ご
とに生活空間が割り当てられるため、プライパ
シーの不在や生活必需品の置き場所不足などの
問題が生じてしまいます。また、床座での生活と
なるため、足腰の弱っている高齢者や車椅子を
使用している人は生活していくことが困難です。
近年では高齢化に伴う要介護者人口の増加
や、障害者への対応を視野に入れた福祉避難所

の設置が義務づけられています。2004年の新潟
県中越地震直後は、高齢者や障害者の福祉施設
に設置されるケースが多かったのですが、2011
年の東日本大震災直後には、③のように、小学校
の体育館などにも設置されていました。福祉避
難所では、ベッドが設置されるほかにも、聴覚や
視覚に障害のある人への情報保障サービスが提
供されたり、心身機能低下の程度が重い人への
介護サービスなどが提供されます。

高齢化の進んでいる被災地では、福祉避難所
が適切な場所に開設されていない点や不足して
いることが指摘されていました。

２． 仮設住宅での暮らし

災害救助法に基づき、被災者が住宅の建て替
えを行うまでの間、民間賃貸住宅を借り上げた
り、プレハブ住宅を建設して提供される住宅を、
応急仮設住宅と呼びます。災害によって住まいが
全壊・流出した人、居住する住まいがない人、自
らの資金で住まいを確保できない人が入居でき
る賃貸住宅であり、賃貸の期間は、住宅が完成
した日から２年間と法律で定められています。
1995年に発生した阪神・淡路大震災では、兵
庫県内の公営住宅などが仮設住宅として提供さ
れましたが、長年住み慣れた地域コミュニティか
ら離れた場所での生活を強いられたひとり暮ら
し高齢者が、誰に看取られることもなく孤独に亡
くなってしまう問題が浮上しました。
このような孤独死問題を受けて、2004年の中
越地震や2007年の中越沖地震後の仮設住宅の
入居にあたっては、それまで住み続けてきた地域
ごとに、まとまって同じ仮設住宅へ入居したり、
仮設住宅団地内に住民の交流を促す集会所を設
けるなどの配慮がされました。さらには、復興支援

員という被災者の皆さんの仮設住宅での生活支
援を行うスタッフも配置されました。このような過
去の災害における仮設住宅の設置に関する経験
や考え方は、東日本大震災の被災地の仮設住宅
地計画にも生かされ、様々な試みがなされていま
す。④は、岩手県で建設されたバリアフリー仮設
住宅の事例です。各仮設住宅の前にはデッキが

③ 福祉避難所の様子 ④ バリアフリー仮設住宅


